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2． Chaos の ひ き こ み
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　こ れ まで ，強制振動 に 関して は， 2 変数系で ，Limit　Cycleが実現 して い る と こ ろ で の

強制振 動に よ っ て Chaos を出す試み があ っ た が ， こ こ で は ， 3 変数系 （Lorenz　Model）の

Chaotic　region で ， 強制 項 を対称性 を破 らな い よ うに 入れ る こ とに よ っ て ，　 Attractorが

ど の よ うに 変化す るか を調 べ る 。

　外力 ＝ 0 の 系が ， か な り Chaos の 領域 に 入 り込 ん で い るた め ， 微小な摂動 では ， 引き

込み はお こ らない 。 こ の ため ， 摂動論的取 り扱い は 行なえ な い の で ， 我 々 は 外力 の振幅 ，

振 動数を変化させ て い っ て ， Biforcationの よ うす を調 べ
，　 Lyapunov数， ス ペ ク ト ル 等

の 計算をお こ な っ た 。

　Lyapunov 数で Chaos を分類す る と， （十， 一， 一
〉の 場合 の み が得 られ た。又，面

積が減少 して い く Chaosや ，
　 M6bius な Chaos も存在す る 。

　 こ れ まで の 結果 を総括す る と， originalな系で の focus の 片側だ けをまわ る非対称

Limit　Cycleが ， そ の 対称解 と結び つ い て ， 周期が 2 倍 の 対称 Limit　Cycleに 移行す る 中

間セこ ， Chaotic　region があ る ， とい うこ とで あ る 。

3． マ イ ク ロ 波 に よ る プ ラ ズ マ 診断

久　保 申イ

　核融合プ ラズ マ 実現の た め に は ， イ オ ン 温 度を 10keV 以上 に 加熱す る 必要 があ り，

トカ マ ク型装置で は， ジ ュ
ー

ル 加 熱 に 加 え，種 々 の 追加熱法が研究されて い る。

　我 々 は ， 小型 トカ マ ク （WT − 1 ）を用 い て ， 追加熱 の 有力な手段で あ る ロ
ー

ア ハ イ ブ

リ ッ ド加熱 （LHII ）と電子サ イ ク ロ ト ロ ン 加熱 （ECH ）の 実験 を行な っ て い る。

　 こ れ らの 追加熱 の 実験に お い て ， プ ラズ マ の 電子密度 と電子温度を知る 事は
， 加熱の

機構 を解明す るた め に 必 要不可 欠で ある 。 そ こ で 70GHz 帯 マ イ ク ロ 波干 渉計を用 い て ，
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電子密度の 時間的変化を測定す る と共に ， 24GHz ， 35GHz 帯 の ラジオ メ
ー

タを用い て ， プラズ

マ か らの マ イ ク ロ 波輻射 を測定して電子温度の 時間的， 空間的な変化を知る 手がか りを得た 。

　そ の 結果 ， プラズ マ の 平均電 子密度は （0，5 − 1。5 ）× loi3cm
−3

に 達す る事 ， そ して

LHH ， ECH 　に お い て 電 子密度の 変化 は み られ ない 事が わ か っ た 。

一
方 ， 電子温度

に 関 して は 1，
　HH の 場合 ， プ ラ ズマ 表 面が加熱 され る と共に 高 エ ネル ギー

イ オ ン の 衝突
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヤ
に よ っ て壁 か らたた き出 され た不純物 イ オ ン がプ ラズ マ 中心部 に拡散 して ゆき ， 中心部

の 電子温度が低下す る事が観測 され ， 分光測定 の 結果 と も予盾 しな い 事がわ か っ た 。 さ

らに ECH の 場合 に は ， 電子 サイ ク ロ ト ロ ン 共鳴領域 と ， 高域混成共鳴領域で 電子温度

が上昇 し て い る と考 え られ る 。

　プ ラ ズ マ か らの マ イ ク ロ 波輻射は ・ 測定周波数 ω と電子 プ ラズ マ 周波数 ω
P，

とが ω 》

ω
p，

を満足す る 場合，電 子サ イ ク ロ ト ロ ン 第二 高調波で 黒体輻射 とな り，電子温度に 比

例 した マ イ ク ロ 波雑音 が受信 され る事に な る が ， ω
〜

ω
p，

の 場合に は放射 マ イ ク ロ 波の

プ ラズ マ 中で の 伝播特性は ECH に も関連 して お D ，線型 プラ ズ マ 装置で高密度プ ラ ズ

マ を生成 し ， 実験 中で あ る 。

4． Cyclotron　 resonance 　maser （Gyrotron、の 試 作

鈴　木 正 　平

　Cyclotron　resonance 　maser （C　R 　M ）は ，一
様磁 場中で サ イ ク ロ ト ロ ン運動す る電子 と

電磁 場 との 相互作用 （メ
ーザ ー作用 ）を利用 した ， 相対論効果 が本質的な役割 を荷 う新

し い 機構 の 発振管で あ り， サ ブ ミ リ波帯に お い て も kW 以上 の 発振 が可能で あ る 。CRM

は ， 近年，核融合プ ラ ズ マ の 追加熱の た め の 高電 力 ミ リ波管 （ジ ャ イ ロ トロ ン ）と して ，

ま た ， プ ラ ズ マ 診断の 発振源 とし て 注 目ざれ る ように な っ て きた。本論文で は ，当研究

室 の トカ マ ク （WT − 1 ）の ECH 用 と し て 試作 し て い る CRM の 実験結果 を述 べ る 。

　　 CRM の 初め て の 発振実験は ， 10　GHz 帯で行な っ た 。次に ， ミ リ波帯 （33GHz ）

で 発振 テ ス トを行な っ た後 に ， 高電力 化 を 目指 して ， 現在は 16GHz の 発振 を実験中で

あ る 。 こ れ ま で の 実験結果 を以下 に 記す 。

1） 発振周波数は ， 空洞共振器 とサ イ ク ロ ト ロ ン 周波数で 決定され る こ と が確か め られ
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